
 
                         

        

 

 

   越谷市会議員 白川 ひでつぐ 
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初当選以来１９年間毎日毎朝続ける東武鉄道の市

内６駅での朝、夜の駅立ちは、通算３６００回を超

え５期目後半になりました。私の日々のツィッター

のつぶやきから、転載したものを含め、駅前での

様々な市民との出会いや何気ない駅前の風景、市民

の日常を通した暮らしへの息遣いをエピソード集

としてシリーズでお届けしています。 
 

午前５時あたりは暗く、寒い 

 
今朝の駅立ちは、せんげん台駅東口で実施す

るので、何時もの様に、午前４時過ぎには起床

して、歯磨きや着替えの後朝刊に目を通した。 

また、駅立ちの活動を通して、体とのどをい

やすために水筒にお湯をたっぷり入れるのが，

日課になっている。駅立ちが終了し、帰宅して

朝食を取ったあとの食器洗いの時に、一緒にこ

の水筒を洗うのも日常のルーチンとなってい

る。携帯用スピーカーや配布する各種のチラシ

を入れた袋も準備してある。このチラシも毎回

数種類があるため、前日までに一つに織り込み

をして、予定枚数をまとめておく。 

配布終了後に何枚が配布出来たのか、毎日記

録しておくためで、この記録はすでに１８年に

及んでいる。 

このため、どの駅で何枚配布出来たのか、確

実に把握できるのだが、約２年間にわたるコロ

ナ禍の影響で、通常の２割から３割も減少して

いる。リモートワークの急速な拡大や転職、退

職、転勤、解雇、卒業、転居等によるのだろう。 

これらを妻が運転する車に積み込み、出発は

午前５時前だが、あたりは真っ暗で、しかも冷

え込んでいた。 

この時期位から、この時間帯では夜と同じ様

な早朝となっているのが常だ。 

 しかし、駅に到着して街宣用具の設置の後、

駅前周辺の清掃が終わり、市政レポートの配布

を午前５時３０分前から始めて、午前６時３０

分頃には明るくなって来たので、これも例年の

ことだ。     （１１月３０日・月曜日） 

 

保健所職員の時間外労働は、 

過労死ラインを超えている 

 

 今朝の駅立ちは、現在１２月議会開催中で、

一般質問が、午前１０時から始まったので、１

０月の市長選挙で私が全力で応援し初当選し

た福田あきら新市長に、私も一般質問に立った。 
 その準備で徹夜状態だったので中止した。 

 質問項目は、「越谷市保健所の職員の時間外

労働問題について」。 

 新型コロナウイルスが発生して約２年余り

となるが、感染症対策の最前線で奮闘してきた

越谷市保健所では、何と管理職は勿論保健師を

中心に年間１０００時間（最高は２１１３時間）

を超える時間外労働が常態化している事が明

らかになった。 

 しかも毎月１０人前後の職員が月１００時

間を超す残業で業務をこなしていた。 

 当然だが、過労死ラインを大きく超えた状態

と共に、これまで組合と市長が締結していた

「３６協定」（その職場の過半数を超える職員

と市長が、時間外労働の上限を設定し、相互に

尊重することを締結するもの）が、何と保健所

では組合員は２０％以下にも拘わらず３６協

定を５年間も有効として運用して来た事実も

明らかになった。 

 このため春日部労働基準監督署から、１１月

１９日に市長に対して是正勧告が出されると

いう異常事態となった。 

 前市長時代に起きた問題ではあるが、時間外

労働の適正な運用と保健所機能の充実は、喫緊

の課題であり、市長は善処を約束して頂いた。 

 当日の質問、答弁のやり取りの中継録画は、

以下の白川公式 YouTube で視る事が出来る。 

https://www.youtube.com/watch?v=scOwdvuhw

nE        （１２月６日・月曜日） 

 

駅前店が次々と閉店してしまっている 

 
今朝の駅立ちは、北越谷駅東口で、通常通り

午前６時前から開始した。      

（裏へ） 

Youtube 

 

Twitter Web サイト Spotify 

https://www.youtube.com/watch?v=scOwdvuhwnE
https://www.youtube.com/watch?v=scOwdvuhwnE


午前８時過ぎに、馴

染みの中年男性から

笑顔でこれをと言っ

て、和紙の小さな祝

儀袋を渡された。大

変助かります。あり

がとうございます、

とお礼を言って、気
を付けて行ってらっ

しゃいと見送った。

その後、帰宅してそ

の袋を良くみてみた

ら、丁寧に直筆でメッシージが記されており、

２０００円が入っていた。 

そこには「いつも市政レポート読ませて頂い

ております。自分なりの市政を真剣に考える折

の参考にしております。毎日の駅立ちは信念が

ないと出来ない事だと思います。尊敬します。

応援していますね。寒くなる折柄、お体には充

分気をつけて下さいね。」 

６駅での駅立ちは、順次実施してはいるが、

天候や出張、他の団体や議員、市政レポート等

の内容で配布の順番が違ってくることがある。  

しかし、今日の駅立ちで渡して頂くには、通
常バックの中に収納して通勤している中で出

会う時になるので、私と会うまでは何時も持ち

歩いておられる事になる。 

この様に事前に準備をしてカンパを頂く市

民の方が増え続けている。 

この日は、他に２人の市民の方からそれぞれ

１０００円のカンパを頂いた。 

更に、これも旧知の都内の医療関係の会社に

勤めている女性から、市政レポートを受け取っ

て話し掛けられた。 

最近駅構内の飲食店が軒並み閉店してしま

い、コロナ禍の影響があるかもしれないが、な

んだか寂しい、と。そう言えば、一列にブルー

シートが覆われて一軒も営業していない状況

だ。 

やはり、コロナ禍の影響が大きく、以前の状

態に回復するのには、恐らく４，５年はかかる

だろう、と思いを馳せた。（１２月７日・火曜日） 
 

市民請願の採決、反対する理由は何？ 
 

今朝の駅立ちは、蒲生駅東口で、午前６時前

から開始したが、１２月議会中で午前９時３０

分から、総務常任委員会が開催され、傍聴をす

るため、午前８時３０分過ぎに終了して市議会

に直ちに向かった。 

前日に用意していたパンを２個、会派控室に

着くと同時に，頬張って会場の第１委員会室の

傍聴席に開始ぎりぎりで間に合った。 

委員会での市民請願の質疑や採決がどうな

るのか関心があったからだ。 

「“所得税法第５６条の廃止”の意見書を求

める」もので、請願者は埼玉東民主商工会。 
事業主の配偶者やその家族が事業に従事し

たとき、対価の支払いは必要経費に算入しない、

と言う税制を問題視したものだ。 

それは事業者の税金の申告時に配偶者は年

に８６万円、それ以外の家族は５０万円が控除

されるのみとなっている。 

そのため家族労働的商売では、最低賃金以下

の労働としてしかみなされない実態は、特に女

性の労働評価や人権侵害として、この税制の撤

廃を政府に対して意見書提出を求めていた。 

質疑では、自民党や維新、共産党の議員が請

願者に対して行った後、採決となった。 

結果は、自民党、公明党、維新、刷新の会の

反対多数で否決となった。 

しかし、反対した議員の誰一人も反対の理由

を述べる事がなかった。特に自民党は二人、公
明党も二人の議員がいるにも拘わらず。 

少なくとも市民が請願書を提出しているの

だから、反対した全ての議員は、何故反対する

のか公式の議会の場で表明するのは、議員とし

て最低の責任なのだが、そんな事は関係ないの

だろうか。    （１１月１４日・火曜日） 

 

「左右の目」は何ですか？ 
 

今朝の駅立ちは、新越谷駅東口なので、午前

６時前から、午前８時３０分過ぎまで、通常通

りの時間帯で市政レポートを配布した。 

この日は、午後７時から私の毎月定例開催し

ているタウンミーティングを主催した。 

今回のテーマは「秀嗣を衝け」だったが、事

前に市民の皆さんから質問や意見を頂いてい

るので、冒頭はこれに応えることからスタート

している。「議員の議席は、どのようにして決ま

るのか」「議員定数は、どこで誰がどんな基準で

決定するのか」等の質問に答えた。 

そして「左右の目は何ですか」との質問に、 

えーと毎年１０月に市役所で定期診断があっ

て、左の眼が０，７、右の眼は０，９です、と

答えたが、質問はなんと「座右の銘」だった。 

        （１２月１５日・水曜日） 



 


